
氏名 今津　節生

大学院博士後期課程
担当科目

・保存修復学特殊研究Ⅰ・Ⅱ

通信教育部担当科目 ・文化財学演習Ⅲ

【学内活動】
（学内職歴を含む）

文学部長

専門分野

所属学会

研究課題

【教育上の特記事項】

【社会的活動】

水中文化遺産の保存に関する学生の学外研修を企画した。長崎県松浦市と協力して沈没船の大
型部材の保存現場を見学すると共に、保存処理作業に協力した。

東アジア文化遺産保存学会　（会長）、日本文化財科学会　（副会長）、文化庁 水中遺跡検討委
員会委員九州国立博物館客員研究員、奈良県立橿原考古学研究所　特別指導研究員（企画運
営委員）、世界遺産三重津海軍所跡保存活用委員会委員（佐賀市）、鷹島海底遺跡調査指導委
員会 委員（長崎県松浦市）、土佐藩主山内家墓所整備活用委員会 委員（高知県）

青山学院大学大学院文学研究科博士課程単位取得

学術博士

保存科学、文化財科学

最終学歴

【研究上の特記事項】

国際共同研究加速基金（国際共同研究強化（B））　　『３Dデータを利用した東アジアにおける文
化遺産の保存と活用』　（研究代表者）
基盤研究（Ｓ）　『蒙古襲来沈没船の保存・活用に関する学際研究』 （研究分担者）
基盤研究（A）　『真鍮』　（研究分担者）
基盤研究（B）　『Ｘ線ＣＴを核としたアイヌ民族資料の保存修復に関する研究』　　（研究分担者）

令　和　２　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

東アジア文化遺産保存学会、日本文化財科学会、文化財保存修復学会、日本考古学会、
ICOM-WOAM（国際博物館会議水浸出土考古遺物保存部門）

文化財保存科学　（3D計測技術を用いた文化財の科学調査、海底出土遺物の保存科学的研究
など）

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・保存修復学演習Ⅰ・Ⅱ

授業科目

学部担当科目

・保存科学実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ
・保存科学演習Ⅰ（一）、Ⅱ（一）、Ⅲ（一）、Ⅳ（一）
・保存科学講読Ⅰ
・文化財演習Ⅱ（五）
・基礎演習Ⅱ
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2020年9月
17世紀の仏教寺院から出土した壁画の
彩色顔料の科学的調査からモンゴル帝
国以降の東西交流史を探った。

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

①

海底から発見された沈没船等の保存処
理において木材の劣化の原因となる鉄
分を除去する方法の開発研究を行っ
た。

モンゴル国で7世紀の墳墓から発見さ
れた塑像の彩色顔料の粒状･元素等の
科学的調査を実施した。

海底から引き上げた元寇の沈没船の大
型部材を対象に、エネルギーや環境負
荷の軽減を行い短期間に保存できる画
期的な方法の開発に取り組んだ。

①モンゴル国･ウグンヒド寺院遺
跡出土の壁画顔料に関する科
学的調査

②

②

③

④

④

③

空気中で腐食が進む金属錆を安定さ
せるために、トレハロースを用いて潮解
性や酸化を改善させる効果を検証し
た。

（学会発表）

2020年9月

①

③

（その他）

②

④

②　出土木製品保存処理の省
コスト・省エネルギー化に向けた
研究（その６）　大型製品用太陽
光集熱含浸装置の開発と実施
―

①　モンゴル国突厥時代
Zaamar古墳出土人型塑像顔料
の調査」

③　金属錆の酸化および潮解
性の制御を目的としたトレハ
ロースの効果

④　キレート剤・DTPAを用いた
出土木材の脱鉄処理に関する
基礎的研究


